
平成 25年度実績に関する事務事業評価表

　

① 回
②
③
① ％
②
③

円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
人

時間

円

円

ソフト事業

１
基
本
項
目

事 務 事 業 名 保健体育一般管理事業 担
当
部
署

課       名

事  業  期　間 開始年度 昭和52年度 終了年度

生涯学習・スポーツ課

予 算 事 業 名 保健体育一般管理費 係　   　名 スポーツ係

事  業  区　分 自治事務 電 話 番 号 0765-23-1046

11　豊かな心を育む文化とスポーツの振興 項 6.保健体育費

施  策  名 34　生涯スポーツ・レクリエーションの振興 目 1.保健体育総務費

当面継続 予
算
科
目

会　   　計 一般会計

目  標  名 基本目標４　人と文化を育むまち 款 10.教育費

政  策  名

３
指
標

指　標　名 単位 24年度 25年度 26年度

基本事業名 34-１　生涯スポーツ・レクリエーションの推進 市民協働の状況 協働になじまない

２
事
業
概
要

事 業 概 要

市の体育・スポーツの普及、振興のため次の事業を行う。
・魚津市スポーツ推進審議会の開催　・県派遣の社会教育主事の受け入れ　・「魚津市の生涯スポーツ」の発刊
・車両の管理　　など

対　   　象 市民

総
合
計
画

計画 実績 計画 実績 達成率 計画

手       段
（活動指標）

・魚津市スポーツ推進審議会の開催　・県派遣の社会教育主事の受け入れ　・「魚津市の生涯スポーツ」の発刊
・車両の管理　　など

意       図
（成果指標）

市のスポーツの振興がなされ、市民がよりスポーツに親しむことができるようになる。

活
動
指
標

スポーツ推進審議会の開催 1 1 1 1 100.0% 1

40週に１回以上スポーツをする人の割合 35.0% 26.7% 40.0% 33.2% 83.0%

支
出
内
訳

①需用費 711,000 686,040 259,000 219,782 -68.0%

４
コ
ス
ト
情
報

区　　分 単位
24年度 25年度 26年度

予算現額 決算額 予算現額

成
果
指
標

167,000
②委託料

決算額 決算増減率 当初予算額

④負担金補助及び交付金 4,527,000 4,274,138 4,527,000 4,262,454 -0.3% 4,507,000
③工事請負費

259,000
支出合計（Ａ） 5,771,000 5,403,491 5,334,000 4,875,419 -9.8% 4,933,000
⑤その他 533,000 443,313 548,000 393,183 -11.3%

財
源
内
訳

①国庫支出金

③地方債
②県支出金

④その他（使用料、雑入等） 5,000 2,717 2,000 2,258 -16.9% 2,000
4,931,000

収入合計 5,771,000 5,403,491 5,334,000 4,875,419 -9.8% 4,933,000
⑤一般財源 5,766,000 5,400,774 5,332,000 4,873,161 -9.8%

0.0% 2

②年間所要時間 900 900 900 800 -11.1% 800

①事務事業に携わる正規職員数 2 2 2 2

-10.3% 8,293,000

５
取
組
内
容

　平成25年度に取り組んだ事務事業の内容及び改善内容

・魚津市スポーツ推進審議会の開催　・県派遣の社会教育主事の受け入れ　・「魚津市の生涯スポーツ」の発刊
・車両の管理　　など

3,780,000 3,780,000 3,360,000 -11.1% 3,360,000

総　費　用（Ａ＋Ｂ） 9,551,000 9,183,491 9,114,000 8,235,419

人
件
費 ③人件費（②×＠ 4,200 円）（Ｂ） 3,780,000

６
評
価

評価の視点 Ｈ24評価 Ｈ25評価 評価項目 内　　容

目的の妥当性 １ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない
対象の妥当性 １ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない

有  効  性 Ｂ
目標達成度 １ 高い ２ 目標どおり

妥　当　性 Ａ
自治体関与の妥当性 １ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない

効  率  性 Ｂ
コスト効率 １ 高い ２ 普通

３ 低い・未実施
類似事業の有無 １ なし ２ 検討の余地あり ３ あり
上位施策への貢献度 １ 高い ２ 普通 ３ 低い

３ 低い
実施主体の適正化 １ 適正である ２ 改善の余地あり ３ 適正でない
負担割合の適正化 １ 適正である ２ 改善の余地あり ３ 適正でない

評
価
結
果

(

課
題
及
び
今

後
の
方
針

)

平成24年度に策定された「魚津きときとスポーツプラン」の計画
内容にしたがい、スポーツに関する施策を進めていく必要があ
る。
また、専門知識のある派遣スポーツ主事の配置は、市のスポーツ
振興に大いに貢献するものであり、継続する必要がある。

評
価
結
果

１次評価
（課長総括） Ｂ 事業の進め方・内容について改善の

余地あり
２次評価 不要 　



平成 25年度実績に関する事務事業評価表

　

① 人
② 回
③
① ％
②
③

円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
人

時間

円

円

ソフト事業

１
基
本
項
目

事 務 事 業 名 スポーツ推進委員事業 担
当
部
署

課       名

事  業  期　間 開始年度 昭和36年 終了年度

生涯学習・スポーツ課

予 算 事 業 名 スポーツ推進委員事業 係　   　名 スポーツ係

事  業  区　分 自治事務 電 話 番 号 0765-23-1046

11　豊かな心を育む文化とスポーツの振興 項 6　保健体育費

施  策  名 34　生涯スポーツ・レクリエーションの振興 目 1　保健体育総務費

当面継続 予
算
科
目

会　   　計 一般会計

目  標  名 基本目標４　人と文化を育むまち 款 10　教育費

政  策  名

３
指
標

指　標　名 単位 24年度 25年度 26年度

基本事業名 34-１　生涯スポーツ・レクリエーションの推進 市民協働の状況 協働している

２
事
業
概
要

事 業 概 要
市町村におけるスポーツ振興のため、スポーツ推進委員を配置し、住民に対しスポーツの実技の指導や助言を行うと
ともに、スポーツ推進委員を対象に指導技術の向上のための研修を行っている。

対　   　象 市民、スポーツ推進委員

総
合
計
画

計画 実績 計画 実績 達成率 計画

手       段
（活動指標）

・スポーツ推進委員協議会及び同四部会の開催　・特別研修会の開催　・全国及び地区研修会への派遣
・スポーツ行事及び事業の開催、協力

意       図
（成果指標）

市民がよりスポーツに親しみ、取り組むようにする。

活
動
指
標

市主催スポーツ行事におけるスポーツ推進委員協力延べ人数 150 211 160 166 103.8% 170
市主催のスポーツ行事協力依頼数 5 6 5 5 100.0% 5

45.0週に1日以上スポーツをする市民の割合 35.0 26.7 40.0 33.2 83.0%

支
出
内
訳

①需用費 188,000 187,306 188,000 186,896 -0.2%

４
コ
ス
ト
情
報

区　　分 単位
24年度 25年度 26年度

予算現額 決算額 予算現額

成
果
指
標

204,000
②委託料 210,000 210,000 210,000 210,000 0.0% 210,000

決算額 決算増減率 当初予算額

④負担金補助及び交付金 178,000 178,000 252,000 252,000 41.6% 178,000
③工事請負費

1,716,000
支出合計（Ａ） 2,411,000 2,389,846 2,289,000 2,280,996 -4.6% 2,308,000
⑤その他 1,835,000 1,814,540 1,639,000 1,632,100 -10.1%

財
源
内
訳

①国庫支出金

③地方債
②県支出金

④その他（使用料、雑入等）
2,308,000

収入合計 2,411,000 2,389,846 2,289,000 2,280,996 -4.6% 2,308,000
⑤一般財源 2,411,000 2,389,846 2,289,000 2,280,996 -4.6%

0.0% 2

②年間所要時間 200 200 200 200 0.0% 200

①事務事業に携わる正規職員数 2 2 2 2

-3.4% 3,148,000

５
取
組
内
容

　平成25年度に取り組んだ事務事業の内容及び改善内容

・スポーツ推進委員協議会及び同四部会の開催、スポーツ行事企画会議の開催（年10回以上）
・スポーツ推進委員資質向上のための研修会の開催（実技研修及び講演会）
・全国、北陸地区研修会参加
・うおづスポレク祭、ユニホック交流大会の開催
・市及び体育協会主催行事協力
・ニュースポーツ出前講習の開催

840,000 840,000 840,000 0.0% 840,000

総　費　用（Ａ＋Ｂ） 3,251,000 3,229,846 3,129,000 3,120,996

人
件
費 ③人件費（②×＠ 4,200 円）（Ｂ） 840,000

６
評
価

評価の視点 Ｈ24評価 Ｈ25評価 評価項目 内　　容

目的の妥当性 １ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない
対象の妥当性 １ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない

有  効  性 Ａ
目標達成度 １ 高い ２ 目標どおり

妥　当　性 Ａ
自治体関与の妥当性 １ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない

効  率  性 Ａ
コスト効率 １ 高い ２ 普通

３ 低い・未実施
類似事業の有無 １ なし ２ 検討の余地あり ３ あり
上位施策への貢献度 １ 高い ２ 普通 ３ 低い

３ 低い
実施主体の適正化 １ 適正である ２ 改善の余地あり ３ 適正でない
負担割合の適正化 １ 適正である ２ 改善の余地あり ３ 適正でない

評
価
結
果

(

課
題
及
び
今

後
の
方
針

)

ニュースポーツの実技指導、スポーツに関する指導助言にとどま
らず、地域住民と行政のコーディネーターとしての役割が期待さ
れ、市のスポーツ振興に重要な役割を担うものであることから、
現在の体制を維持する必要がある。

評
価
結
果

１次評価
（課長総括） Ａ 計画どおり事業を実施することが適

当
２次評価 不要 　



平成 25年度実績に関する事務事業評価表

　

① 回
②
③
① ％
②
③

円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
人

時間

円

円

ソフト事業

１
基
本
項
目

事 務 事 業 名 市民スポーツ奨励事業 担
当
部
署

課       名

事  業  期　間 開始年度 不明 終了年度

生涯学習・スポーツ課

予 算 事 業 名 市民スポーツ奨励事業 係　   　名 スポーツ係

事  業  区　分 自治事務 電 話 番 号 0765-23-1046

11　豊かな心を育む文化とスポーツの振興 項 6.保健体育費

施  策  名 34　生涯スポーツ・レクリエーションの振興 目 1.保健体育総務費

当面継続 予
算
科
目

会　   　計 一般会計

目  標  名 基本目標４　人と文化を育むまち 款 10.教育費

政  策  名

３
指
標

指　標　名 単位 24年度 25年度 26年度

基本事業名 34-１　生涯スポーツ・レクリエーションの推進 市民協働の状況 協働になじまない

２
事
業
概
要

事 業 概 要
生涯スポーツを推進する事業（うおづスポーツレクリエーション事業の実施、スポーツボランティアの募集、チャレ
ンジデーの開催など）の実施、市民が参加する大会や高いレベルの競技大会の開催に対する補助金交付

対　   　象 スポーツを愛好する市民

総
合
計
画

計画 実績 計画 実績 達成率 計画

手       段
（活動指標）

○うおづスポーツレクリエーション事業の実施　○スポーツボランティアの募集　○チャレンジデーの開催　○市民
スポーツ大会・教室の開催に対する補助　○市内外からの選手、チームが参加する全国規模的な大会開催への補助

意       図
（成果指標）

定期的にスポーツ活動を実践する市民を増やす

活
動
指
標

補助大会・教室数 25 25 25 25 100.0% 26

40週に１回以上スポーツをする人の割合 35.0% 26.7% 40.0% 33.2% 83.0%

支
出
内
訳

①需用費 35,000 2,000

４
コ
ス
ト
情
報

区　　分 単位
24年度 25年度 26年度

予算現額 決算額 予算現額

成
果
指
標

57,000
②委託料 50,000 50,000 300,000 300,000 500.0% 300,000

決算額 決算増減率 当初予算額

④負担金補助及び交付金 1,916,000 1,916,000 1,200,000 1,150,000 -40.0% 1,720,000
③工事請負費

19,000
支出合計（Ａ） 1,981,000 1,971,943 1,556,000 1,452,000 -26.4% 2,096,000
⑤その他 15,000 5,943 21,000 0 -100.0%

財
源
内
訳

①国庫支出金

③地方債
②県支出金

④その他（使用料、雑入等）
2,096,000

収入合計 1,981,000 1,971,943 1,556,000 1,452,000 -26.4% 2,096,000
⑤一般財源 1,981,000 1,971,943 1,556,000 1,452,000 -26.4%

0.0% 2

②年間所要時間 200 200 300 300 50.0% 200

①事務事業に携わる正規職員数 2 2 2 2

-3.6% 2,936,000

５
取
組
内
容

　平成25年度に取り組んだ事務事業の内容及び改善内容

○取組内容
・市民スポーツ大会の開催（25大会）　　・市民スポーツ教室の開催　・うおづスポーツレクリエーション事業の開催
・スポーツボランティアの募集　　・チャレンジデーの開催　　・井原市との野球親善交流事業

○改善内容
・「チャレンジデー事業」を当事業に組み込んだ。
・スポーツボランティアの募集を行った。

840,000 1,260,000 1,260,000 50.0% 840,000

総　費　用（Ａ＋Ｂ） 2,821,000 2,811,943 2,816,000 2,712,000

人
件
費 ③人件費（②×＠ 4,200 円）（Ｂ） 840,000

６
評
価

評価の視点 Ｈ24評価 Ｈ25評価 評価項目 内　　容

目的の妥当性 １ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない
対象の妥当性 １ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない

有  効  性 Ａ
目標達成度 １ 高い ２ 目標どおり

妥　当　性 Ａ
自治体関与の妥当性 １ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない

効  率  性 Ｂ
コスト効率 １ 高い ２ 普通

３ 低い・未実施
類似事業の有無 １ なし ２ 検討の余地あり ３ あり
上位施策への貢献度 １ 高い ２ 普通 ３ 低い

３ 低い
実施主体の適正化 １ 適正である ２ 改善の余地あり ３ 適正でない
負担割合の適正化 １ 適正である ２ 改善の余地あり ３ 適正でない

評
価
結
果

(

課
題
及
び
今

後
の
方
針

)

各種スポーツ大会や教室を支援することは、市民スポーツの振興
策として有効であるが、さらに多くの市民がスポーツ活動に参加
するよう工夫する必要がある。

評
価
結
果

１次評価
（課長総括） Ａ 計画どおり事業を実施することが適

当
２次評価 不要 　



平成 25年度実績に関する事務事業評価表

　

① 日
②
③
① 人
②
③

円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
人

時間

円

円

ソフト事業

１
基
本
項
目

事 務 事 業 名 学校体育施設開放事業 担
当
部
署

課       名

事  業  期　間 開始年度 昭和50年度 終了年度

生涯学習・スポーツ課

予 算 事 業 名 学校体育施設開放事業 係　   　名 スポーツ係

事  業  区　分 自治事務 電 話 番 号 0765-23-1046

11　豊かな心を育む文化とスポーツの振興 項 保健体育費

施  策  名 34　生涯スポーツ・レクリエーションの振興 目 保健体育総務費

当面継続 予
算
科
目

会　   　計 一般会計

目  標  名 基本目標４　人と文化を育むまち 款 教育費

政  策  名

３
指
標

指　標　名 単位 24年度 25年度 26年度

基本事業名 34-１　生涯スポーツ・レクリエーションの推進 市民協働の状況 協働している

２
事
業
概
要

事 業 概 要 最も身近なスポーツ施設である学校体育施設（23施設）を、スポーツ利用のため夜間開放する。

対　   　象 市民、施設

総
合
計
画

計画 実績 計画 実績 達成率 計画

手       段
（活動指標）

管理指導員の任命と活用する施設の修繕等により、より多くの開放が行えるようにする。

意       図
（成果指標）

多くの住民が、スポーツやレクリエーションに取り組めるようになる。

活
動
指
標

開放日数 3,400 3,152 3,200 2,934 91.7% 3,200

51,000利用者数 57,000 50,505 51,000 44,071 86.4%

支
出
内
訳

①需用費 1,907,000 1,217,066 2,307,000 1,483,807 21.9%

４
コ
ス
ト
情
報

区　　分 単位
24年度 25年度 26年度

予算現額 決算額 予算現額

成
果
指
標

2,156,000
②委託料

決算額 決算増減率 当初予算額

④負担金補助及び交付金
③工事請負費

支出合計（Ａ） 1,907,000 1,217,066 2,307,000 1,483,807 21.9% 2,156,000
⑤その他

財
源
内
訳

①国庫支出金

③地方債
②県支出金

④その他（使用料、雑入等） 350,000 284,900 230,000 195,500 -31.4% 200,000
1,956,000

収入合計 1,907,000 1,217,066 2,307,000 1,483,807 21.9% 2,156,000
⑤一般財源 1,557,000 932,166 2,077,000 1,288,307 38.2%

0.0% 1

②年間所要時間 100 100 100 100 0.0% 100

①事務事業に携わる正規職員数 1 1 1 1

16.3% 2,576,000

５
取
組
内
容

　平成25年度に取り組んだ事務事業の内容及び改善内容

⑴管理指導員の任命：①地区体育振興会、体育協会へ管理指導員の推薦を依頼、②推薦により任命：任命状交付
⑵開放状況の把握：①報告書提出依頼（各施設の主任管理指導員）、②報告の取りまとめ
⑶施設の維持管理及び各種連絡調整

420,000 420,000 420,000 0.0% 420,000

総　費　用（Ａ＋Ｂ） 2,327,000 1,637,066 2,727,000 1,903,807

人
件
費 ③人件費（②×＠ 4,200 円）（Ｂ） 420,000

６
評
価

評価の視点 Ｈ24評価 Ｈ25評価 評価項目 内　　容

目的の妥当性 １ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない
対象の妥当性 １ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない

有  効  性 Ａ
目標達成度 １ 高い ２ 目標どおり

妥　当　性 Ａ
自治体関与の妥当性 １ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない

効  率  性 Ａ
コスト効率 １ 高い ２ 普通

３ 低い・未実施
類似事業の有無 １ なし ２ 検討の余地あり ３ あり
上位施策への貢献度 １ 高い ２ 普通 ３ 低い

３ 低い
実施主体の適正化 １ 適正である ２ 改善の余地あり ３ 適正でない
負担割合の適正化 １ 適正である ２ 改善の余地あり ３ 適正でない

評
価
結
果

(

課
題
及
び
今

後
の
方
針

)

地域におけるスポーツ活動の拠点となる最も身近な体育施設であ
り、今後も利用を推進する必要がある。

評
価
結
果

１次評価
（課長総括） Ａ 計画どおり事業を実施することが適

当
２次評価 不要 　



平成 25年度実績に関する事務事業評価表

　

① 回
② 件
③
① 人
②
③

円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
人

時間

円

円

ソフト事業

１
基
本
項
目

事 務 事 業 名 登山振興事業 担
当
部
署

課       名

事  業  期　間 開始年度 昭和62年度 終了年度

生涯学習・スポーツ課

予 算 事 業 名 登山振興事業 係　   　名 スポーツ係

事  業  区　分 自治事務 電 話 番 号 0765-23-1046

11　豊かな心を育む文化とスポーツの振興 項 6.保健体育費

施  策  名 34　生涯スポーツ・レクリエーションの振興 目 1.保健体育総務費

当面継続 予
算
科
目

会　   　計 一般会計

目  標  名 基本目標４　人と文化を育むまち 款 10.教育費

政  策  名

３
指
標

指　標　名 単位 24年度 25年度 26年度

基本事業名 34-１　生涯スポーツ・レクリエーションの推進 市民協働の状況 協働している

２
事
業
概
要

事 業 概 要

①魚津市を代表する山「僧ヶ岳」の一般登山道（東又ルート）を維持する。
　ア.登山道整備：安全柵の確認、新設　潅木、雑草の刈払い　幅員の確保　伊折山休憩所の整備  イ.市民登山会の実施
②僧ヶ岳・毛勝山等の登山者のため、片貝山荘の維持管理を行う。
　ア.浄化槽の点検・清掃　　イ.山荘内の掃除
③片貝山荘の利用許可に係る事務手続きを行う

対　   　象 片貝山荘を利用する登山者、僧ヶ岳の登山者

総
合
計
画

計画 実績 計画 実績 達成率 計画

手       段
（活動指標）

①僧ヶ岳登山道の整備：魚津山岳協会へ委託、②片貝山荘の維持管理：シルバー人材センター、魚津清掃公社へ委
託、③片貝山荘の利用について県外からの利用者に対して市ホームページで周知

意       図
（成果指標）

ア．登山道の整備による安全な登山環境の確立
イ．片貝山荘の整備・維持管理による登山者の利便性の充実

活
動
指
標

登山道の整備回数 2 2 2 2 100.0% 2
片貝山荘の利用許可数 40 42 40 28 70.0% 40

160片貝山荘利用者数 160 160 170 109 64.1%

支
出
内
訳

①需用費 107,000 7,000 107,000 6,542 -6.5%

４
コ
ス
ト
情
報

区　　分 単位
24年度 25年度 26年度

予算現額 決算額 予算現額

成
果
指
標

100,000
②委託料 219,000 209,490 219,000 209,490 0.0% 220,000

決算額 決算増減率 当初予算額

④負担金補助及び交付金
③工事請負費

6,000
支出合計（Ａ） 332,000 222,490 332,000 222,032 -0.2% 326,000
⑤その他 6,000 6,000 6,000 6,000 0.0%

財
源
内
訳

①国庫支出金

③地方債
②県支出金 268,000 222,032 268,000

④その他（使用料、雑入等） 10,000 10,362 10,000 -100.0% 10,000
48,000

収入合計 332,000 222,490 332,000 222,032 -0.2% 326,000
⑤一般財源 322,000 212,128 54,000 -100.0%

0.0% 1

②年間所要時間 40 40 40 100 150.0% 100

①事務事業に携わる正規職員数 1 1 1 1

64.4% 746,000

５
取
組
内
容

　平成25年度に取り組んだ事務事業の内容及び改善内容

○取組内容
・僧ヶ岳登山道の整備委託　　・片貝山荘の維持管理委託　　・片貝山荘の利用許可事務

○改善内容
・市として防災用に備蓄している飲料水の内、賞味期限が切れたものを生活用水として片貝山荘に設置するようになった。

168,000 168,000 420,000 150.0% 420,000

総　費　用（Ａ＋Ｂ） 500,000 390,490 500,000 642,032

人
件
費 ③人件費（②×＠ 4,200 円）（Ｂ） 168,000

６
評
価

評価の視点 Ｈ24評価 Ｈ25評価 評価項目 内　　容

目的の妥当性 １ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない
対象の妥当性 １ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない

有  効  性 Ｂ
目標達成度 １ 高い ２ 目標どおり

妥　当　性 Ｂ
自治体関与の妥当性 １ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない

効  率  性 Ｂ
コスト効率 １ 高い ２ 普通

３ 低い・未実施
類似事業の有無 １ なし ２ 検討の余地あり ３ あり
上位施策への貢献度 １ 高い ２ 普通 ３ 低い

３ 低い
実施主体の適正化 １ 適正である ２ 改善の余地あり ３ 適正でない
負担割合の適正化 １ 適正である ２ 改善の余地あり ３ 適正でない

評
価
結
果

(

課
題
及
び
今

後
の
方
針

)

片貝山荘には県外からの利用者も多数あることから、引き続き整
備していく必要がある。

評
価
結
果

１次評価
（課長総括） Ｂ 事業の進め方・内容について改善の

余地あり
２次評価 不要 　



平成 25年度実績に関する事務事業評価表

　

① 件
②
③
① ％
② 人
③

円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
人

時間

円

円

施設管理

１
基
本
項
目

事 務 事 業 名 体育施設管理事務 担
当
部
署

課       名

事  業  期　間 開始年度 昭和32年 終了年度

生涯学習・スポーツ課

予 算 事 業 名 体育施設管理費 係　   　名 スポーツ係

事  業  区　分 自治事務 電 話 番 号 0765-23-1046

11　豊かな心を育む文化とスポーツの振興 項 6保健体育費

施  策  名 34　生涯スポーツ・レクリエーションの振興 目 2体育施設費

当面継続 予
算
科
目

会　   　計 一般会計

目  標  名 基本目標４　人と文化を育むまち 款 10教育費

政  策  名

３
指
標

指　標　名 単位 24年度 25年度 26年度

基本事業名 34-１　生涯スポーツ・レクリエーションの推進 市民協働の状況 協働している

２
事
業
概
要

事 業 概 要

スポーツ施設の適正な維持管理、利用者サービスに努め、有効的な利用促進を図り、市民の健康増進及び誰もが気軽にスポーツ
に親しめる環境を整える。
　1.対象施設：天神山野球場、吉田グラウンド、総合体育館（温水プール、弓道場含む）、桃山運動公園
　2.指定管理者制度による維持管理、運営　H18.4.1から：（財）魚津市体育協会

対　   　象 市民、管理施設（天神山野球場、吉田グラウンド、総合体育館（温水プール、弓道場含む）、桃山運動公園）

総
合
計
画

計画 実績 計画 実績 達成率 計画

手       段
（活動指標）

(公財)魚津市体育協会を指定管理者とし指定管理料を支払い、管理運営を委託した。また、施設の修繕（規模が大き
く金額で300千円以上）等を行った。

意       図
（成果指標）

事業の対象となる施設の利用者数及び定期的にスポーツを行う市民の増加

活
動
指
標

施設修繕（300千円以上） 1 1 2 4 200.0% 1

40
対象スポーツ施設の利用者数 230,000 191,499 225,000 218,471 97.1% 225,500

週1回以上スポーツをする市民の割合 35 27 40 33 82.5%

支
出
内
訳

①需用費 1,200,000 1,102,920 5,730,000 5,609,100 408.6%

４
コ
ス
ト
情
報

区　　分 単位
24年度 25年度 26年度

予算現額 決算額 予算現額

成
果
指
標

1,000,000
②委託料 110,292,000 110,292,000 120,292,000 118,671,000 7.6% 111,826,000

決算額 決算増減率 当初予算額

230,000,000
④負担金補助及び交付金
③工事請負費 4,708,200 4,708,200 -100.0%

8,834,000
支出合計（Ａ） 116,200,200 116,103,120 126,022,000 124,280,100 7.0% 351,660,000
⑤その他

財
源
内
訳

①国庫支出金

③地方債
②県支出金 4,343,000 4,343,000 -100.0%

97,500,000
④その他（使用料、雑入等） 570,000 534,695 570,000 531,876 -0.5% 106,570,000

147,590,000
収入合計 116,200,200 116,103,120 126,022,000 124,280,100 7.0% 351,660,000
⑤一般財源 111,287,200 111,225,425 125,452,000 123,748,224 11.3%

0.0% 2

②年間所要時間 600 600 600 600 0.0% 600

①事務事業に携わる正規職員数 2 2 2 2

6.9% 354,180,000

５
取
組
内
容

　平成25年度に取り組んだ事務事業の内容及び改善内容

基本協定書・年度協定書に基づき指定管理料を支払った。
総合体育館及び室内温水プールの耐震診断調査を実施、耐震性がないことが判明。
桃山陸上競技場について第２種公認を継続するための改修を26年度に行うこととし、改修のための助成金(スポーツ振興くじ助成
金）の申請を行った。
桃山運動公園内にある、大時計（野球場前）の改修工事、老朽化した花壇木柵（遊具広場）の撤去工事、及び落雷被害による高圧電
気設備の修繕をこなった。また運動広場上屋設置に伴う舗装復旧工事を行った。

2,520,000 2,520,000 2,520,000 0.0% 2,520,000

総　費　用（Ａ＋Ｂ） 118,720,200 118,623,120 128,542,000 126,800,100

人
件
費 ③人件費（②×＠ 4,200 円）（Ｂ） 2,520,000

６
評
価

評価の視点 Ｈ24評価 Ｈ25評価 評価項目 内　　容

目的の妥当性 １ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない
対象の妥当性 １ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない

有  効  性 Ａ
目標達成度 １ 高い ２ 目標どおり

妥　当　性 Ａ
自治体関与の妥当性 １ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない

効  率  性 Ａ
コスト効率 １ 高い ２ 普通

３ 低い・未実施
類似事業の有無 １ なし ２ 検討の余地あり ３ あり
上位施策への貢献度 １ 高い ２ 普通 ３ 低い

３ 低い
実施主体の適正化 １ 適正である ２ 改善の余地あり ３ 適正でない
負担割合の適正化 １ 適正である ２ 改善の余地あり ３ 適正でない

評
価
結
果

(

課
題
及
び
今

後
の
方
針

)

公共施設再編方針にしたがい、総合体育館利用者の学校統廃合後
の体育館への移行及び温水プールの建て替えについて検討する必
要がある。

評
価
結
果

１次評価
（課長総括） Ａ 現行どおり管理運営を行うことが適

当
２次評価 不要 　


